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学校番号 101 

令和３年度 外国語科 シラバス（指導と評価の年間計画） 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 英語表現Ⅱ ２ 第２学年 

数件出版「BIG DIPPER ENGLISH EXPRESSION Ⅱ 」 

数研出版「LEARNERS’ 英語総合演習 」 

CHART INSTITUTE「LEARNER’S 高校英語」 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

英語表現Ⅱの授業は、「話すこと」、「書くこと」、「聞くこと」、「読むこと」という４技能の力をつけるために、英文

の構造や文法を学習します。1 年生で学習した事項に加えて、2 年生では実践的に伝えたい情報や考えなど表現します。

文法や構文力養成と同様に語彙力を増やせるようにも取り組んでいきます。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第２学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅱ」（３単位）及び「英語表現Ⅱ」（２単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

・日常的な挨拶が

でき、身の周り

で起こったこ

とや経験した

ことについて

やりとりがで

きる。 

・簡単な語や表現

を使って、気持

ちや意見のや

りとりができ

る。 

・学習した文法事

項などの知識を

活用して、場面、

状況に応じた正

しい文を話すこ

とができる。 

コミュ英Ⅱ 

・インタビュ

ーテスト 

 

英語表現Ⅱ 

・スピーチ 

・簡単な語や基

礎的な表現

を用いなが

ら、接続詞で

文と文をつ

ないで、まと

まりのある

説明などの

文章を書く

ことができ

る。 

・学習した文法

事項などの

知識を活用

して、場面、

状況に応じ

た正しい文

を書くこと

ができる。 

コミュ英Ⅱ 

・小テスト 

・定期考査 

 

英語表現Ⅱ 

・小テスト 

・定期考査 

 

・ゆっくりはっき

り話されれば、

事物に関する紹

介（自己紹介を

含む）や対話、

自分の周りで起

きる事象などを

聞いて，情報や

考えなどの要点

や具体的な情報

を聞きとること

ができる。 

・英語の音声的な

特徴や内容の展

開などに注意し

ながら正しく聞

きとることがで

きる。 

コミュ英Ⅱ 

・リスニング

テスト 

 

英語表現Ⅱ 

・リスニング

テスト 

・２００語程度の

説明，評論，物

語，随筆などを

速読して，概要

をとらえること

ができる。 

・２００語程度の

説明，評論，物

語，随筆などを

適宜辞書等を使

いながら、精読

して，要点や詳

細をとらえるこ

とができる。 

・未知の語の意味

を推測したり背

景となる知識を

活用したりしな

がら読むことが

できる。 

コミュ英Ⅱ 

・定期考査 

 

英語表現Ⅱ 

・定期考査 
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３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を

もち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているか。 

授業中のペアワークの様子を

観察する。 

ワークシートをチェックす

る。 

学習した文法事項などを活用

して、正しい文が書けている

かをワークシートでチェック

する。 

Show&Tell での発表内容を評

価する。 

各レッスンのポイントとなる

発音ができているかをペアワ

ークの音読などで観察する。 

英語の音声の特徴を理解し、

的確に聞き取れているかをリ

スニングテストで確認する。 

内容の要点がつかめているか

を英問英答で確認する。 

 

英語やその運用についての知識

を身に付けているとともに、そ

の背景にある文化などを理解し

ているか。 

定期考査 

 

４ 学習の活動 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson1 

（３時間） 

 

School 

Festival 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

「現在の状態・習慣」，「過

去の状態・動作・習慣」，

「現在進行中の動作」，

「過去に進行中であった

動作」を英語で表す表現

を考え，実際に文を作り，

それを使ってみようとす

る． 

 

教師のオーラル・イント

ロダクション（スモール

トーク）を聞いたり質問

に答えたりするなどし

て，学習内容への関心を

高める． 

「現在の状態・習慣」，

「過去の状態・動

作・習慣」，「現在進

行中の動作」，「過去

に進行中であった

動作」を英語で表す

表現を考え，実際に

文を作り，それを使

ってみようとして

いる． 

・ペアでの言語活動を観

察する。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組状

況の判断材料として活

用する。 

「外国語表現の能力」 

①「～である，（いつも［よ

く］）～する」（現在形）

②「（今）～している」（現

在進行形）③「～であっ

た，（いつも［よく］）～

した」（過去形）④「（過

去のある時に）～してい

た」（過去進行形）のそれ

ぞれの表現形式を使いこ

なす． 

 

EXERCISES の各問題 

に解答する．適宜，表 

現・文構造・文法を確認 

する．また完成した文を 

音読する． 

①「～である，（いつ 

も［よく］）～する」 

（現在形） 

②「（今）～している」 

（現在進行形） 

③「～であった，（い 

つも［よく］）～した」 

（過去形） 

④「（過去のある時に） 

～していた」（過去進 

行形）のそれぞれの表 

現形式を使いこなす 

ことができる． 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組状

況の判断材料として活

用する。 

「外国語理解の能力」 

「現在形」「現在進行形」

「過去形」「過去進行形」

についてそれぞれの英文

の意味を理解する． 

 

解説を理解し，英文を話 

す（音読する），書くと 

いった言語活動を行い 

必要に応じて，CD な 

の音声を活用する． 

「現在形」「現在進行

形」「過去形」「過去進

行形」についてそれぞ

れの英文の意味を理

解している． 

・定期テストの筆記テス

トにおいて、内容理解

を問う出題により、内

容理解ができているか

を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

日本語で「～している」

がいつも進行形にはなら

ないことに注意して，英

語の表現を考える． 

 

教師が和文を言い，生 

徒がそれに相当する英 

文を答える，あるいは， 

生徒同士のペアでその 

ような活動を行う 

日本語で「～してい 

る」がいつも進行形に 

はならないことに注 

意して，英語の表現を 

考えている． 

・教科書の問題を使って，

各文法事項の用法を理

解し，適切に使うこと

ができるかどうかを評

価する． 

Lesson2 

（３時間） 

A Trip to 

Sapporo 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

英語で「未来」の意味を

表すにはどのような表現

を用いるのかを考え，実

際に文を作り，それを使

ってみようとする． 

教師のオーラル・イント

ロダクション（スモール

トーク）を聞いたり質問

に答えたりするなどし

て，学習内容への関心を

高める． 

 

英語で「未来」の意味 

を表すにはどのよう 

な表現を用いるのか 

を考え，実際に文を作 

り，それを使ってみよ 

うとしている． 

・ペアでの言語活動を観

察する。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組状況

の判断材料として活用す

る。 
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「外国語表現の能力」 

will を用いて「意志」や

「予測・自然の成り行き」

の意味を表現する． 

EXERCISES の各問題 

に解答する．適宜，表 

現・文構造・文法を確認 

する．また完成した文を 

音読する． 

will を用いて「意志」 

や「予測・自然の成り 

行き」の意味を表現し 

ている． 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組状

況の判断材料として活

用する。 

「外国語理解の能力」 

「意志未来」「予測・自然

の成り行き」「近い未来

の予定」「前から計画し

ていること」「未来のあ

る時点での進行中の動

作」の意味に注意して，

個々の英文の意味を理

解する． 

解説を理解し，英文を話 

す（音読する），書くと 

いった言語活動を行う． 

必要に応じて，CD など 

の音声を活用する． 

「意志未来」「予測・ 

自然の成り行き」「近 

い未来の予定」「前か 

ら計画していること」 

「未来のある時点で 

の進行中の動作」の意 

味に注意して，個々の 

英文の意味を理解し 

ている． 

・定期テストの筆記テス

トにおいて、内容理解を

問う出題により、内容理

解ができているかを判断

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

英語の be doing, be 

going to do がもつ含み

〔話者の心的態度〕を理

解する．また，状況に応

じて，be doing, be going 

to do, will を使い分け

る． 

教師が和文を言い，生 

徒がそれに相当する英 

文を答える，あるいは， 

生徒同士のペアでその 

ような活動を行う 

英語の be doing, be 

going to do がもつ含

み〔話者の心的態度〕

を理解している．ま

た，状況に応じて，be 

doing, be going to 

do, will を使い分ける

ことができる． 

・定期テストの筆記テス

トの出題により、理解

ができているかを判断

する。 

Lesson3 

（３時間） 

My Dear 

Friend 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

英語で「状態の継続」「経

験」「完了・結果」「動作

の継続」の意味を表すに

はどのような表現を用い

るのかを考え，実際に文

を作り，それを使ってみ

ようとする． 

教師のオーラル・イント

ロダクション（スモール

トーク）を聞いたり質問

に答えたりするなどし

て，学習内容への関心を

高める． 

英語で「状態の継続」

「経験」「完了・結果」

「動作の継続」の意味

を表すにはどのよう

な表現を用いるのか

を考え，実際に文を作

り，それを使ってみよ

うとしている． 

・ペアでの言語活動を観

察する。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組状

況の判断材料として

活用する。 

「外国語表現の能力」 

have＋過去分詞を用い 

て「現在完了」の意味を 

表現する． 

.EXERCISES の各問題 

に解答する．適宜，表 

現・文構造・文法を確認 

する．また完成した文を 

音読する． 

have＋過去分詞を用 

いて「現在完了」の意 

味を表現している． 

・発表を観察する。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組状

況の判断材料として

活用する。 

「外国語理解の能力」 

「（状態の）継続」「経験」 

「完了・結果」「動作の継 

続」の意味に注意して， 

個々の英文の意味を理解 

する． 

Ex.1,2 で，現在形・現 

在進行形，過去形・過去 

進行形の定着を図る． 

「（状態の）継続」「経

験」「完了・結果」「動

作の継続」の意味に

注意して，個々の英

文の意味を理解して

いる． 

・定期考査の筆記テスト

において、内容理解を

問う出題により、内容

理解ができているか

を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

英語の「現在完了」のも 

つ含み―過去の出来事を 

現在と関連づけて表現す 

る形式であること―を， 

「継続」「経験」「完了・ 

結果」の意味に応じた日 

本語の表現とともに理解 

する． 

教師が和文を言い，生 

徒がそれに相当する英 

文を答える，あるいは， 

生徒同士のペアでその 

ような活動を行う． 

英語の「現在完了」の 

もつ含み―過去の出 

来事を現在と関連づ 

けて表現する形式で 

あること―を，「継続」 

「経験」「完了・結果」 

の意味に応じた日本 

語の表現とともに理 

解している． 

・定期考査の筆記テスト

において、理解ができ

ているかを判断する。 

 

 

 

 

Lessoon４ 
（３時間） 

Online 

Shopping 

 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

英語で過去のある時点ま 

でにおける「状態の継続」 

「経験」「完了・結果」「動 

作の継続」の意味を表す 

にはどのような表現を用 

いるのかを考え，実際に 

教師のオーラル・イント 

ロダクション（スモール 

トーク）を聞いたり質問 

に答えたりするなどし 

て，学習内容への関心を 

高める． 

英語で過去のある時 

点までにおける「状態 

の継続」「経験」「完 

了・結果」「動作の継 

続」の意味を表すには 

どのような表現を用 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組状
況の判断材料として
活用する。 
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文を作り，それを使って 

みようとする． 

いるのかを考え，実際 

に文を作り，それを使 

ってみようとしてい 

る． 

「外国語表現の能力」 

had＋過去分詞を用いて 

「過去完了」，had＋been 

＋～ing を用いて「過去 

完了進行形」の意味を表 

現する． 

EXERCISES の各問題 

に解答する．適宜，表 

現・文構造・文法を確認 

する．また完成した文を 

音読する． 

had＋過去分詞を用
いて「過去完了」，had

＋been＋～ing を用

いて「過去完了進行
形」の意味を表現して
いる． 

・グループでの言語活動
を観察する。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組状
況の判断材料として
活用する。 

「外国語理解の能力」 

「状態・動作の継続」「経 

験」「完了・結果」の意味 

に注意して，個々の英文 

の意味を理解する． 

解説を理解し，英文を話 

す（音読する），書くと 

いった言語活動を行う． 

必要に応じて，CD など 

の音声を活用する． 

「状態・動作の継続」 

「経験」「完了・結果」 

の意味に注意して， 

個々の英文の意味を 

理解している． 

・定期考査の筆記テスト

において、内容理解を
問う出題により、内容
理解ができているか

を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

英語の「過去完了［未来 

完了］」のもつ含み―過去 

［未来］のある時点とそ 

れ以前の出来事を関連づ 

けて表現する形式である 

こと―を，「継続」「経験」 

「完了・結果」の意味に 

応じた日本語の表現とと 

もに理解させる． 

教師が和文を言い，生 

徒がそれに相当する英 

文を答える，あるいは， 

生徒同士のペアでその 

ような活動を行う． 

英語の「過去完了［未 

来完了］」のもつ含み 

―過去［未来］のある 

時点とそれ以前の出 

来事を関連づけて表 

現する形式であるこ 

と―を，「継続」「経験」 

「完了・結果」の意味 

に応じた日本語の表 

現とともに理解して 

いる． 

・定期考査の筆記テスト

において、理解ができ

ているかを判断する。 

 

Lesson５ 

（３時間） 

Dog in a 

Barbershop 

 

 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

英語で「現在と対比させ 

た過去の状態」「過去の習 

慣的行為」や「過去に対 

する推量」「過去の非実現 

の行為」を表すにはどの 

ような表現を用いるのか 

を考え，実際に文を作り， 

それを使ってみようとす 

る． 

教師のオーラル・イント 

ロダクション（スモール 

トーク）を聞いたり質問 

に答えたりするなどし 

て，学習内容への関心を 

高める． 

英語で「現在と対比させ

た過去の状態」「過去の

習慣的行為」や「過去に

対する推量」「過去の非

実現の行為」を表すには

どのような表現を用い

るのかを考え，実際に文

を作り，それを使ってみ

ようとしている． 

・うまく言えないこと

があっても，別の語

句や表現を使って

言い換えたりする

などして，対話を継

続しようとしてい

る。 

 

「外国語表現の能力」 

used to, would を用いて 

「現在と対比させた過去 

の状態」「過去の習慣的行 

為」の意味を表現する． 

EXERCISES の各問題 

に解答する．適宜，表 

現・文構造・文法を確認 

する．また完成した文を 

音読する． 

used to, would を用いて

「現在と対比させた過去

の状態」「過去の習慣的行

為」の意味を表現してい

る． 

・相手に質問したり，

相手の質問に答え

たりすることがで

きる 

「外国語理解の能力」 

「現在と対比させた過去 

の状態」「過去の習慣的行 

為」や「過去に対する推 

量」「過去の非実現の行 

為」の意味に注意して， 

個々の英文の意味を理解 

する． 

Expression で簡単な自 

己表現活動を行う．適宜 

質問などを補い，ペアワ 

ークとしてもよい． 

「現在と対比させた過去 

の状態」「過去の習慣的行 

為」や「過去に対する推 

量」「過去の非実現の行 

為」の意味に注意して， 

個々の英文の意味を理解 

している． 

・英文の内容につい

て質問して，答え

ることができるか

どうかを評価する 

「言語や文化についての知識・理解」 

used to や would などの 

表現の意味や，助動詞＋ 

have＋過去分詞の用法 

について理解する． 

教師が和文を言い，生 

徒がそれに相当する英 

文を答える，あるいは， 

生徒同士のペアでその 

ような活動を行う． 

 

 

 

 

used to や would などの 

表現の意味や，助動詞＋ 

have＋過去分詞の用法に 

ついて理解している． 

・各文法事項の用法

を理解し，適切に

使うことができる

かどうかを評価す

る 
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Lesson６ 

（３時間） 

A Favorite 

Saying 

 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

英語で「S は O(人)に 

O(物)を～する」「S は O 

を C にする」「S は O が 

C であるとわかる」「S は 

O を C と呼ぶ［名づけ 

る］」の意味を表すにはど 

のような表現を用いるの 

かを考え，実際に文を作 

り，それを使ってみよう 

とする． 

教師のオーラル・イント 

ロダクション（スモール 

トーク）を聞いたり質問 

に答えたりするなどし 

て，学習内容への関心を 

高める 

英語で「S は O(人)に

O(物)を～する」「S は O

を C にする」「S は O が C

であるとわかる」「S は O

を C と呼ぶ［名づける］」

の意味を表すにはどのよ

うな表現を用いるのかを

考え，実際に文を作り，

それを使ってみようとし

ている． 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

「外国語表現の能力」 

SVOO 文型を用いて「S 

は O(人)に O(物)を～す 

る」の意味を表現する． 

EXERCISES の各問題 

に解答する．適宜，表 

現・文構造・文法を確認 

する．また完成した文を 

音読する． 

SVOO 文型を用いて「S 

は O(人)に O(物)を～す 

る」の意味を表現してい 

る． 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判断

材料として活用す

る。 

「外国語理解の能力」 

文型に注意して，個々の 

英文の意味を理解する． 

解説を理解し，英文を話 

す（音読する），書くとい 

った言語活動を行う．必 

要に応じて，CD などの 

音声を活用する． 

文型に注意して，個々の 

英文の意味を理解してい 

る 

・定期テストの筆記

テストの出題によ

り、理解ができて

いるかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

英語の基本的な文構造を 

把握し，表現したい内容 

が語順に大きく依拠する 

ことを理解する． 

教師が和文を言い，生 

徒がそれに相当する英 

文を答える，あるいは， 

生徒同士のペアでその 

ような活動を行う． 

英語の基本的な文構造を 

把握し，表現したい内容 

が語順に大きく依拠する 

ことを理解している． 

・定期テストの筆記

テストの出題によ

り、理解ができて

いるかを判断す

る。 

Lesson７ 

（３時間） 

Japanese 

Food 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

英語で「受け身」の意味 

を表すにはどのような表 

現を用いるのかを考え， 

実際に文を作り，それを 

使ってみようとする． 

教師のオーラル・イント 

ロダクション（スモール 

トーク）を聞いたり質問 

に答えたりするなどし 

て，学習内容への関心を 

高める 

英語で「受け身」の意味

を表すにはどのような表

現を用いるのかを考え，

実際に文を作り，それを

使ってみようとしてい

る． 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

 

「外国語表現の能力」 

<be＋過去分詞> のさま 

ざまな形を用いて「受け 

身」の意味を表現する． 

EXERCISES の各問題 

に解答する．適宜，表 

現・文構造・文法を確認 

する．また完成した文を 

音読する． 

<be＋過去分詞> のさま 

ざまな形を用いて「受け 

身」の意味を表現してい 

る． 

・相手に質問したり，

相手の質問に答え

たりすることがで

きる。 

「外国語理解の能力」 

「受け身」の意味に注意 

して，個々の英文の意味 

を理解する． 

解説を理解し，英文を話 

す（音読する），書くとい 

った言語活動を行う．必 

要に応じて，CD などの 

音声を活用する． 

「受け身」の意味に注意 

して，個々の英文の意味 

を理解している． 

・英文の内容につい

て質問して，答え

ることができるか

どうかを評価す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

英語で「受け身」を表す 

ときの言語の形式や，「受 

け身」を使用する状況に 

ついて，理解を深める． 

教師が和文を言い，生 

徒がそれに相当する英 

文を答える，あるいは， 

生徒同士のペアでその 

ような活動を行う． 

 

 

 

 

 

英語で「受け身」を表す 

ときの言語の形式や，「受 

け身」を使用する状況に 

ついて，理解を深めてい 

る． 

・定期テストの筆記

テストにおいて、

内容理解ができて

いるかを判断す

る。 
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Lesson８ 

（３時間） 

Visiting 

Spain 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

英語で「～すること」「～ 

するための［～すべき］」 

「～するために」「～し 

て」などの意味を表すに 

はどのような表現を用い 

るのかを考え，実際に文 

を作り，それを使ってみ 

ようとする． 

教師のオーラル・イント 

ロダクション（スモール 

トーク）を聞いたり質問 

に答えたりするなどし 

て，学習内容への関心を 

高める 

英語で「～すること」「～ 

するための［～すべき］」 

「～するために」「～し 

て」などの意味を表すに 

はどのような表現を用い 

るのかを考え，実際に文 

を作り，それを使ってみ 

ようとしている． 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

 

「外国語表現の能力」 

不定詞を用いて，その内 

容を名詞的・形容詞的・ 

副詞的に表現する． 

EXERCISES の各問題 

に解答する．適宜，表 

現・文構造・文法を確認 

する．また完成した文を 

音読する． 

不定詞を用いて，その内 

容を名詞的・形容詞的・ 

副詞的に表現している． 

・相手の発話に対し

て適切に応答する

ことができる。 

「外国語理解の能力」 

不定詞の名詞的・形容詞 

的・副詞的用法に注意し 

て，個々の英文の意味を 

理解する． 

解説を理解し，英文を話 

す（音読する），書くとい 

った言語活動を行う．必 

要に応じて，CD などの 

音声を活用する． 

不定詞の名詞的・形容詞 

的・副詞的用法に注意し 

て，個々の英文の意味を 

理解している． 

・英文の内容につい

て質問して，答え

ることができるか

どうかを評価す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

形式主語[目的語]構文に 

より，英文の整え方（主 

語[目的語]が過大になる 

のを避ける点）を学習す 

る．また，形容詞的用法 

により，被修飾語を後ろ 

から修飾する点につい 

て，日本語との違いを認 

識させる． 

教師が和文を言い，生 

徒がそれに相当する英 

文を答える，あるいは， 

生徒同士のペアでその 

ような活動を行う． 

形式主語[目的語]構文に 

より，英文の整え方（主 

語[目的語]が過大になる 

のを避ける点）を学習し 

ている．また，形容詞的 

用法により，被修飾語を 

後ろから修飾する点につ 

いて，日本語との違いを 

認識している． 

・定期テストの筆記

テストにおいて、

理解ができている

かを判断する。 

Lesson９ 

（３時間） 

Volunteer 

Activities 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

不定詞の意味上の主語， 

原形不定詞の用法に注意 

して実際に文を作り，そ 

れを使ってみようとす 

る． 

教師のオーラル・イント 

ロダクション（スモール 

トーク）を聞いたり質問 

に答えたりするなどし 

て，学習内容への関心を 

高める 

不定詞の意味上の主語，

原形不定詞の用法に注意

して実際に文を作り，そ

れを使ってみようとして

いる． 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

 

「外国語表現の能力」 

< for A＋to-不定詞> の 

構文を用いて「A が～す 

ること」の意味を表現す 

る． 

EXERCISES の各問題 

に解答する．適宜，表 

現・文構造・文法を確認 

する．また完成した文を 

音読する． 

< for A＋to-不定詞> の 

構文を用いて「A が～す 

ること」の意味を表現し 

ている． 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判断

材料として活用す

る。 

・定期テストにおい

て、作文を出題す

る。 

「外国語理解の能力」 

to-不定詞や原形不定詞 

の用法に注意して，個々 

の英文の意味を理解す 

る． 

解説を理解し，英文を話 

す（音読する），書くとい 

った言語活動を行う．必 

要に応じて，CD などの 

音声を活用する． 

 

 

 

 

 

 

 

to-不定詞や原形不定詞の 

用法に注意して，個々の 

英文の意味を理解してい 

る． 

・定期テストの筆記

テストにおいて、

内容理解を問う出

題により、内容理

解ができているか

を判断する。 
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「言語や文化についての知識・理解」 

<SVO＋不定詞> の構文 

について，この構文をと 

る動詞に類似した意味が 

あること，O と不定詞の 

間に意味上では <S＋ 

V> の関係があることな 

ど，英文の構造に理解を 

深める． 

教師が和文を言い，生 

徒がそれに相当する英 

文を答える，あるいは， 

生徒同士のペアでその 

ような活動を行う． 

<SVO＋不定詞> の構文

について，この構文をと

る動詞に類似した意味が

あること，O と不定詞の

間に意味上では <S＋V> 

の関係があることなど，

英文の構造に理解を深め

ている． 

・定期テストの筆記

テストにおいて、

理解ができている

かを判断する。 

Lesson１０ 

（３時間） 

A Stage Actor 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

英語で「～だったと言わ 

れている」などや「～す 

るほど…」「とても…なの 

で～できない」などの意 

味を表すにはどのような 

表現を用いるのかを考 

え，実際に文を作り，そ 

れを使ってみようとする 

教師のオーラル・イント 

ロダクション（スモール 

トーク）を聞いたり質問 

に答えたりするなどし 

て，学習内容への関心を 

高める 

英語で「～だったと言わ 

れている」などや「～す 

るほど…」「とても…なの 

で～できない」などの意 

味を表すにはどのような 

表現を用いるのかを考 

え，実際に文を作り，そ 

れを使ってみようとして 

いる． 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

「外国語表現の能力」 

完了形不定詞を用いて， 

述語動詞よりも以前のこ 

とを表現する． 

EXERCISES の各問題 

に解答する．適宜，表 

現・文構造・文法を確認 

する．また完成した文を 

音読する． 

完了形不定詞を用いて， 

述語動詞よりも以前のこ 

とを表現している． 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判断

材料として活用す

る。 

「外国語理解の能力」 

完了形不定詞，to-不定詞 

を含む慣用表現に注意し 

て，個々の英文の意味を 

理解する． 

解説を理解し，英文を話 

す（音読する），書くとい 

った言語活動を行う．必 

要に応じて，CD などの 

音声を活用する． 

完了形不定詞，to-不定詞 

を含む慣用表現に注意し 

て，個々の英文の意味を 

理解している． 

・定期テストの筆記

テストにおいて、

内容理解を問う出

題により、内容理

解ができているか

を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

too ～ to do の構文につ 

いては，肯定文であるが， 

否定の意味が含まれる点 

を理解する． 

教師が和文を言い，生 

徒がそれに相当する英 

文を答える，あるいは， 

生徒同士のペアでその 

ような活動を行う． 

too ～ to do の構文につ 

いては，肯定文であるが， 

否定の意味が含まれる点 

を理解している． 

・定期テストの筆記

テストにおいて、

内容理解を問う出

題により、内容理

解ができているか

を判断する。 

Lesson１１ 

（３時間） 

I Like 

Singing 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

英語で「～すること」「～ 

したこと」，「～するのに 

慣れている」などの意味 

を動名詞を用いてどのよ 

うに表現するかを考え， 

実際に文を作り，それを 

使ってみようとする． 

教師のオーラル・イント 

ロダクション（スモール 

トーク）を聞いたり質問 

に答えたりするなどし 

て，学習内容への関心を 

高める 

英語で「～すること」「～

したこと」，「～するのに

慣れている」などの意味

を動名詞を用いてどのよ

うに表現するかを考え，

実際に文を作り，それを

使ってみようとしてい

る． 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判断

材料として活用す

る。 

「外国語表現の能力」 

～ing，having＋過去分 

詞を用いて「～するこ 

と」「～したこと」を英 

語で表現する． 

 

 

 

 

 

 

EXERCISES の各問題 

に解答する．適宜，表 

現・文構造・文法を確認 

する．また完成した文を 

音読する． 

～ing，having＋過去分詞 

を用いて「～すること」 

「～したこと」を英語で 

表現している． 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判断

材料として活用す

る。 
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「外国語理解の能力」 

動名詞，動名詞を用いた 

慣用表現に注意して， 

個々の英文の意味を理解 

する． 

解説を理解し，英文を話 

す（音読する），書くとい 

った言語活動を行う．必 

要に応じて，CD などの 

音声を活用する． 

動名詞，動名詞を用いた 

慣用表現に注意して， 

個々の英文の意味を理解 

している． 

・定期テストの筆記

テストにおいて、

内容理解を問う出

題により、内容理

解ができているか

を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

英語の準動詞では have 

を用いて 1 つ前の時を表 

現する点（不定詞などと 

の共通点）を理解する． 

教師が和文を言い，生 

徒がそれに相当する英 

文を答える，あるいは， 

生徒同士のペアでその 

ような活動を行う． 

英語の準動詞では have 

を用いて 1 つ前の時を表 

現する点（不定詞などと 

の共通点）を理解してい 

る． 

・定期テストの筆記

テストにおいて、

理解ができている

かを判断する。 

Lesson１２ 

（３時間） 

Cycling 

 

 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

英語で「～しに行く」「… 

が～しているのを見る」 

などの意味を表す場合 

や，「～しながら」「～す 

るとき」「～なので」など 

の意味を表すにはそれぞ 

れどのような表現を用い 

るのかを考え，実際に文 

を作り，それを使ってみ 

ようとする． 

教師のオーラル・イント 

ロダクション（スモール 

トーク）を聞いたり質問 

に答えたりするなどし 

て，学習内容への関心を 

高める 

英語で「～しに行く」「…

が～しているのを見る」

などの意味を表す場合

や，「～しながら」「～す

るとき」「～なので」など

の意味を表すにはそれぞ

れどのような表現を用い

るのかを考え，実際に文

を作り，それを使ってみ

ようとしている． 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判断

材料として活用す

る。 

「外国語表現の能力」 

go ～ing を用いて「～し 

に行く」の意味を，<SVO 

＋分詞> の構文を用い 

て「…が～しているのを 

見る[聞く]」「…を～して 

もらう，…が～される」 

の意味を，それぞれ表現 

する． 

EXERCISES の各問題 

に解答する．適宜，表 

現・文構造・文法を確認 

する．また完成した文を 

音読する． 

go ～ing を用いて「～し

に行く」の意味を，<SVO

＋分詞> の構文を用い

て「…が～しているのを

見る[聞く]」「…を～して

もらう，…が～される」

の意味を，それぞれ表現

している． 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判断

材料として活用す

る。 

「外国語理解の能力」 

現在分詞，過去分詞に注 

意して，個々の英文の意 

味を理解する． 

解説を理解し，英文を話 

す（音読する），書くとい 

った言語活動を行う．必 

要に応じて，CD などの 

音声を活用する． 

現在分詞，過去分詞に注 

意して，個々の英文の意 

味を理解している． 

・定期テストの筆記

テストにおいて、

内容理解を問う出

題により、内容理

解ができているか

を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

補語の位置にくる分詞の 

構文を理解する．<SVOC 

〔＝分詞〕> の構文では 

O と C の間に SV 関係が 

成立することを認識す 

る． 

 

 

 

教師が和文を言い，生 

徒がそれに相当する英 

文を答える，あるいは， 

生徒同士のペアでその 

ような活動を行う． 

補語の位置にくる分詞の 

構文を理解している． 

<SVOC〔＝分詞〕> の構 

文では O と C の間に SV 

関係が成立することを認 

識している． 

・定期テストの筆記

テストにおいて、

理解ができている

かを判断する。 

Lesson１３ 

（３時間） 

My New 

Hiking Boots 

 

 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

英語で「2 つ以上のもの 

を比較する」場合や「で 

きるだけ～」といった内 

容を表すにはどのような 

表現を用いるのかを考 

え，実際に文を作り，そ 

れを使ってみようとす 

る． 

教師のオーラル・イント 

ロダクション（スモール 

トーク）を聞いたり質問 

に答えたりするなどし 

て，学習内容への関心を 

高める 

英語で「2 つ以上のもの

を比較する」場合や「で

きるだけ～」といった内

容を表すにはどのような

表現を用いるのかを考

え，実際に文を作り，そ

れを使ってみようとして

いる． 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判断

材料として活用す

る。 
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「外国語表現の能力」 

「…と同じくらい～で 

ある」は <as＋原級＋ 

as ...> を用いて表現す 

る．また，<as ～ as> の 

構文を応用して，「2 倍の 

～」や「できるだけ～」 

といった内容を表現す 

る． 

EXERCISES の各問題 

に解答する．適宜，表 

現・文構造・文法を確認 

する．また完成した文を 

音読する． 

「…と同じくらい～であ

る」は <as＋原級＋

as ...> を用いて表現す

る．また，<as ～ as> の

構文を応用して，「2 倍

の～」や「できるだけ～」

といった内容を表現し

ている． 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判断

材料として活用す

る。 

「外国語理解の能力」 

同等比較や比較級を使っ 

た比較表現，原級を使っ 

た表現に注意して，個々 

の英文の意味を理解す 

る． 

解説を理解し，英文を話 

す（音読する），書くとい 

った言語活動を行う．必 

要に応じて，CD などの 

音声を活用する． 

同等比較や比較級を使っ 

た比較表現，原級を使っ 

た表現に注意して，個々 

の英文の意味を理解して 

いる． 

・定期テストの筆記

テストにおいて、

内容理解を問う出

題により、内容理

解ができているか

を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

比較を表す表現に関し， 

英語では形容詞・副詞の 

比較変化が起こることを 

理解させる．語尾を ～er 

と変化させる語や，more  

～ となる語，不規則変化 

する語を，実例を通じて 

学習する． 

教師が和文を言い，生 

徒がそれに相当する英 

文を答える，あるいは， 

生徒同士のペアでその 

ような活動を行う． 

比較を表す表現に関し， 

英語では形容詞・副詞の 

比較変化が起こることを 

理解している．語尾を ～ 

er と変化させる語や， 

more ～ となる語，不規 

則変化する語を，実例を 

通じて学習している． 

・定期テストの筆記

テストにおいて、

理解ができている

かを判断する。 

 

 

 


